
タブノキ（Machilus thunbergii）との出会いは学生時代を
過ごした静岡市の日本平丘陵の林道脇であった。タブノキの
葉は単葉で鋸歯はなく表面は濃い緑色を呈し，花も果実も遠
目に目立つほどでもない。見慣れてくるとそうでもないが，
樹木を覚え始めた頃には初心者泣かせの樹木であった。
タブノキは通常は高さ 15～20 m，直径 50 cm，大きいも
のは樹高 30 m，直径 3.5 mに達するクスノキ科タブノキ属
の常緑広葉樹である2）。東北地方（青森県・岩手県）以南の
本州，四国，九州，沖縄から台湾，朝鮮半島南部に分布して
いる2，7）。諸説あるだろうが，日本で最大のタブノキは推定
樹齢 1300年，幹回り直径 9.15 mに達する千葉県香取市宇
賀神社の「府馬の大クス」（国天然記念物）とされており4），
日本の照葉樹林を代表する樹種のひとつである2）。タブノキ
の木材は建築材，工芸材料，船舶関連材のほか，線香の材料
や染料として古くから利用されてきた8）。さらには，能登地
方では，魂の宿る木として神聖視されており，気多大社の
「入らずの森」や鎌宮諏訪神社の鎌打ち神事のご神木として，
信仰・祭祀の木として知られている1，8）。民俗学者の折口信
夫をはじめ，タブノキのもつ奥深さにひきつけられる人も多
い1，8）。
またタブノキの果実は比較的鳥類にも利用されているよう
である。かつて千葉県浦安市の行徳鳥獣保護区では当初はほ
とんど木本植生が成立していなかったが，30年後にはクロ
マツ林が形成されトベラやエノキなどとともにタブノキの実
生も多数定着していることが確認された9）。これらはおそら
く鳥類によって運ばれたものであろう。タブノキの果実は関
東から東海地方では概ね 6月下旬から 7月中旬に黒く熟す。
種子を拾い集めに訪問すると樹上でムクドリやヒヨドリ，ハ
シブトガラスが果実を飲み込んでいることもしばしばであ
る。
タブノキは耐潮性に優れ，防火樹としても知られてお
り1，3），海岸付近の工場緑地や公園等に植栽され3），暖地では
コンテナ苗としての栽培・流通も一般的である。最近は
NPO等でも栽培されることがある8）。タブノキの繁殖は比較
的容易で，結実している個体の樹冠下を探索すると鳥が排泄
した種子やついばみ損ねた果実を採取することができる。果
肉のついているものは取り除き，採り播きすると 2～3週間
で発芽してくる。永田・万木（1990）によるとタブノキの
亜熱帯地域産の苗と暖温帯地域産の苗では頂芽の休眠度合が
異なり，亜熱帯地域産のタブノキ苗を暖温帯に持ってくると

冬季に頂芽が開き，枯死しやすいことを指摘している5）。同
じタブノキであっても，地域により生態的特性が異なること
があるようだ。他地域の個体を栽培する際は留意したい。タ
ブノキの栽培環境は 1月の平均気温が 0℃以上の場所が良
いとされ，強い霜や寒風により葉先が傷むため寒冷紗等の防
寒が必要とされている6）。愛知県の尾北地域では，タブノキ
の幼苗は野外に配置すると 1月～3月の霜によって葉が変色
する被害が生じやすい。そのため，霜が降りやすい地域で
は，ハウス内で越冬させるのが良い。タブノキを植栽した事
例においても，霜の降りやすい内陸地では，葉が傷み，障害
がひどい場合には枯死することもある。タブノキの植栽を検
討する際には，その苗の原産地や冬季の霜害の影響も考慮す
べき事項であろう。
タブノキが緑化木として用いられる機会は今後も少なくな
いと思われるが，自然樹形を活かし大木らしく成長するのが
やはりふさわしいのではないだろうか。タブノキの生育に適
した河川沿いや沿海の立地は，産業活動にも利用されやすい
場所であるが，タブノキが伸び伸びと育つ緑地環境をあえて
確保しておくことも重要であろう。
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